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都
内
や
県
内
の
美
術
館
、
博
物
館
、
文
学
館
を
は
じ
め
画
廊
や
展
示
ス
ペ
ー
ス

の
あ
る
会
場
で
作
品
を
見
る
こ
と
は
多
く
、
作
品
は
勿
論
だ
が
建
築
、
シ
ョ
ッ
プ

の
商
品
揃
い
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
や
入
場
し
て
い
る
人
々
の
様
子
を
見
る
こ

と
も
楽
し
み
で
あ
り
、
同
時
に
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。 

白
川
昌
生
氏
か
ら
の
メ
ー
ル
で
水
声
社
か
ら
「
美
術
館
・
動
物
園
・
精
神
科
施
設
」

と
い
う
本
を
出
し
た
と
連
絡
が
あ
り
早
速
本
屋
で
求
め
た
。 

資
本
主
義
社
会
の
中
で
芸
術
作
品
の
市
場
内
外
の
状
況
と
社
会
と
作
家
の
関
わ
り

や
新
た
な
方
向
性
が
見
ら
れ
る
興
味
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。 

多
様
化
さ
れ
た
社
会
の
中
で
芸
術
作
品
が
飾
ら
れ
る
だ
け
の
作
品
の
枠
を
超
え
て 

新
た
な
展
開
を
す
る
時
代
を
む
か
え
、
作
家
は
生
活
と
い
う
経
済
状
況
を
抱
え
込

み
な
が
ら
制
作
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誰
も
が
生
活
に
貧
窮
し
て
い
た
時

代
と
は
違
い
格
差
社
会
と
言
わ
れ
る
状
況
の
な
か
で
自
己
の
表
現
が
ど
こ
ま
で
出

来
る
も
の
な
の
か
・
・
・
多
く
の
作
家
が
苦
悩
し
て
い
る
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
し
て
い
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
白
熱
教
室
で
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ

ル
教
授
の
第
８
回
「
能
力
主
義
に
正
義
は
な
い
？
」
と
い
う
授
業
で
も
ジ
ョ
ン
・

ロ
ー
ル
ズ
の
「
格
差
原
理
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
二
原
理
、
社
会
的
・
経
済

的
不
平
等
は
次
の
二
条
件
を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

１
、
そ
れ
ら
の
不
平
等
が
も
っ
と
も
不
遇
な
立
場
に
あ
る
人
の
利
益
を
最
大
に
す

る
こ
と
。
（
格
差
原
理
） 

２
、
公
正
な
機
会
の
均
等
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
て
い

う
職
務
や
地
位
に
付
随
す
る
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
。（
機
会
均
等
原
理
） 

 

片
方
で
は
、
多
様
化
、
複
雑
化
さ
れ
た
面
が
あ
る
一
方
。
自
然
志
向
の
ご
く
単

純
化
さ
れ
た
社
会
現
象
が
起
き
て
い
る
。
生
活
し
易
い
時
代
の
よ
う
で
も
あ
り
、

し
難
い
時
代
で
も
あ
る
。
安
易
に
考
え
る
事
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、
当
然
複
雑

に
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
紙
の
表
裏
を
同
時
に
頭
に
入

れ
判
断
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
仕
事
や
趣
味
、

人
づ
き
合
い
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
で
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
膨
大
な
情
報
が

溢
れ
る
社
会
に
生
活
し
て
、
携
帯
電
話
な
ど
に
依
存
す
る
人
が
増
加
し
て
、
依
存

症
に
よ
る
精
神
不
安
な
ど
で
悩
む
人
も
増
え
た
と
テ
レ
ビ
で
放
映
し
て
い
た
。
そ

れ
ら
の
情
報
に
撹
乱
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
己
を
見
失
わ
ず
自
分
ら
し
い
生
活
空
間
、

人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
た
い
。
春
秋
社
か
ら
出
て
い
る
「
格
差

社
会
と
い
う
不
幸
」
と
い
う
本
も
日
本
社
会
の
現
状
を
知
る
う
え
で
興
味
深
い
か

も
し
れ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
武
藤
） 

〈
ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
ご
案
内
〉 

 

田
中
栄
作
新
作
展 

 

〈
企
画
展
〉 

六
月
五
日
（
土
）
～
十
三
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

  

木
村 

明 

ガ
ラ
ス
展 

 

〈
企
画
展
〉 

六
月
十
九
日
（
土
）
～
二
十
七
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

  

第
８
回 

ノ
イ
エ
ス
展 

 

〈
企
画
展
〉 

七
月
十
日
（
土
）
～
十
八
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
終
了
） 

  

中
村
恵
美 

チ
ェ
ン
バ
ロ
の
調
べ 

 

〈
貸
し
画
廊
〉 

七
月
三
日
（
土
）
開
演
午
後
二
時
・
開
場
午
後
一
時
三
十
分 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
・
ス
ペ
ー
ス
１ 

＊
前
橋
公
演
で
は
、
当
日
に
中
林
三
恵
、
中
村
美
子
の
銅
版
画 

 

展
を
開
催
致
し
ま
す
。 

 

前
売
券
三
〇
〇
〇
円
／
当
日
三
二
〇
〇
円 

問
合
せ
先
・
ア
ン
ジ
ェ
企
画 

０
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６
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東
京
古
典
楽
器
セ
ン
タ
ー 

 

０
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〈
前
橋
・
朗
読
会
の
お
知
ら
せ
・
・
・
遠
藤
さ
ん
よ
り
〉 

遠
藤
敦
司
企
画
・
構
成
・
演
出
・
司
会
に
よ
る 

第
十
七
回
朗
読
公
演
＋
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
調
べ 

第
一
部 

三
浦
哲
郎
「
短
編
集
モ
ザ
イ
ク
」
よ
り
七
編
の
朗
読 

第
二
部 

「
汚
れ
ち
ま
っ
た
悲
し
み
に
」 

 

～
詩
人
・
中
原
中
也 
三
十
年
の
生
涯
～ 

六
月
十
三
日
（
日
） 

会
場 

煥
乎
堂
五
階
ホ
ー
ル 

一
回
目 

開
演
午
前
十
時
三
十
分 

二
回
目 

開
演
午
後
二
時
三
十
分 

入
場
券 

前
売
二
五
〇
〇
円 

当
日
三
〇
〇
〇
円 

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
・
煥
乎
堂
一
階
カ
ウ
ン
タ
ー 

主
催 

前
橋
朗
読
研
究
会
「
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
」 

〈
ノ
イ
エ
ス
講
座
シ
リ
ー
ズ
０１
〉 

第
４
回 

本
間
教
室
「
実
学
か
ら
虚
学
へ
、
虚
学
か
ら
実
学
へ
」 

 

日
時 

 

六
月
二
日
（
水
）
午
後
三
時
～
四
時
三
十
分 

会
場 

 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
・
ス
ペ
ー
ス
１ 

受
講
料 

一
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 

＊ 

本
間
教
室
〈
特
別
教
室
〉
の
ご
案
内 

「
湯
川
秀
樹
博
士
と
そ
の
時
代
」 

日
時 

 

七
月
六
日
（
火
）
午
後
三
時
～ 

会
場 

 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
・
ス
ペ
ー
ス
１ 

受
講
料 

一
〇
〇
〇
円
（
ド
リ
ン
ク
付
） 

＊
お
席
の
準
備
の
都
合
上
、
展
覧
会
会
期
中
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

  

〈
ノ
イ
エ
ス
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
〉 

 

数
日
前
に
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
（
芳
香
療
法
） 

を
教
え
て
下
さ
っ
て
い
る
先
生
か
ら
自
宅
の 

庭
に
咲
い
て
い
る
ハ
ー
ブ
が
収
穫
時
な
の
で 

摘
み
に
き
ま
せ
ん
か
？
と
の
お
誘
い
が
あ
り
、 

お
言
葉
に
甘
え
て
爽
や
か
な
風
が
吹
く
お
庭
で 

花
摘
み
を
し
ま
し
た
。 

マ
ロ
ウ
、
カ
モ
ミ
ー
ル
、
タ
イ
ム
と
フ
レ
ッ 

シ
ュ
な
ハ
ー
ブ
は
早
速
自
宅
に
持
ち
帰
り
美
し
い
色
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ

ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
残
っ
た
ハ
ー
ブ
は
ザ
ル
に
い
れ
ド
ラ
イ
ハ
ー

ブ
と
し
て
乾
燥
中
で
す
。 

夜
、
映
画
を
見
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
す
る
時
は
大
き
な
ポ
ッ
ト
に 

そ
の
時
々
で
レ
モ
ン
系
の
香
り
の
も
の
や
ミ
ン
ト
系
の
香
り
の
も
の 

を
適
当
に
ブ
レ
ン
ド
し
て
色
は
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
か
マ
ロ
ウ
で
ち
ょ
っ

と
お
し
ゃ
れ
な
感
じ
で
飲
ん
で
い
ま
す
。 

畑
や
お
庭
が
あ
る
方
は
、
ハ
ー
ブ
の
苗
を
ち
ょ
っ
と
植
え
て
お
く
と 

お
茶
と
し
て
も
楽
し
め
、
肉
料
理
や
魚
料
理
に
も
と
っ
て
も
便
利
で 

す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
の
人
も
コ
ン
テ
ナ
ー
で
結
構
育
つ
も
の
で 

す
。
ち
な
み
に
私
の
ベ
ラ
ン
ダ
ガ
ー
デ
ン
に
も
ハ
ー
ブ
の
鉢
が
五
つ 

置
い
て
あ
り
、
元
気
に
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
い
ま
す
。 

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
な
ど
は
、
料
理
は
勿
論
で
す
が
シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン

ス
、
お
掃
除
に
も
使
え
ま
す
。
生
活
を
楽
し
む
事
は
生
き
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
ま
す
か
ら
・
・
・
。 


